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1. 日本の強み
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日本の強み 

● 日本は、デジタル化を進めた際には、固有の強みをビジネスチャンスとして生かすことができる  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【デジタル化における日本の強み】 
 
数学と科学の適性を持つ若者 
ロボット工学とハードウェアの卓越性 
根強いエンジニアリング文化 
自動車産業における世界の牽引 
世界上位にランクインする3つの特許クラスターの存在感 
卓越した業務遂行力 
高度に開発された公共インフラ  
標準とポリシーに関して積極的に諸外国と協業を図る 
ゲームと仮想キャラクター開発に関する専門知識、世界の牽引 
 

 



1. 日本の強み

2. 2030年の望ましい日本の姿



2030年の望ましい日本の姿 

● 世界に通用するデータサイエンス、ソフトウェア開発、人工知能の厚い人材層を構築 

● 中核となるデジタル技術と働き方に精通している国に 



2030年の望ましい日本の姿 

● あらゆる人材のスキル向上を 実現するために、従来型の学習方法から 個別最適化した学習方法(適応学習)へ移行 

● デジタル時代にふさわしいスキル一式を提供できる国に 



2030年の望ましい日本の姿 

● 学校運営と教師の指導の効率性を改善し、生徒が質の高い教育を安価に受けられる国に 

● 初等教育から大学教育まで、教育界で徹底的にデジタルを有効に利用し多国籍人材を育成した国に 



2030年の望ましい日本の姿 

● 製造業界が、ソフトウエア、機械学習、ディープラーニングを活用して飛躍的な技術革新を実現 

● ハードウエア、ロボティクス、自動車用技術に関する本来の強みをさらに強化した国に 



2030年の望ましい日本の姿 

● 小売業界が、デジタルを活用したAR/VR体験などオムニチャネル型の購買体験（今後はNFT）を提供 

● 産業界が顧客動向の変化に的確に対応できる国に 



2030年の望ましい日本の姿 

● ヘルスケア業界が、世界に先駆けて高齢者向けに個別最適化された遠隔・対面治療を導入した国に 

（よって世界から日本へ医療を受けに来ることになる） 



2030年の望ましい日本の姿 

● 金融機関が、クラウドインフラとオープンネットワークを活用しながら、セキュアなサービスを展開する 

● 多様なモバイル環境からもあらゆるアクターが金融機関に接続できるソリューションを構築した国に 



2030年の望ましい日本の姿 

● 政府が将来のデジタルインクルージョンに向けて、ビジョンと高い目標を提示 

● 政府が、国民と企業双方を対象とするデジタルサービスを提供する存在に 



2030年の望ましい日本の姿 

● 政府と産業界が協力し、公共インフラにおける現在の強みを生かしてスマートシティを拡大 

○ 特に災害に強いまちづくりや環境負荷の低減に取り組む 



2030年の望ましい日本の姿 

● スタートアップ界隈に、事業コンセプトから株式公開やバイアウトまでのベストプラクティスが定着する 

● 世界に進出するベンチャー企業を数多く生み出す国に 



2030年の望ましい日本の姿 

●  グローバルな成功事例の導入を通じ、政府・企業・個人がイノベーションを促進する国に 



2030年に向けたロードマップ 



ご清聴ありがとうございました
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